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雇もれびの会



 

自助会

• ひきこもり

• 精神障がい・発達障がい

• ひきこもりが長期化すると社会参加（復帰）
がより困難に。

• 自助会

• 助け合い、勇気付けの場

自助会の役割



 

ひきこもり

• ひきこもりから一歩外へ

• 就労支援

• 就労定着支援

• 自助会

自助会による勇気づけ
重要性



 

ひきこもり居場所支援

• 毎週金曜日　午後

• サンサロサロン

• のべ１３０人超の参加



 

ひきこもり外出支援

• 7回開催で47名参加

• 低空飛行ｎｅｔとのコラボ企画

• 「仲間ができる」という声



 

ひきこもり外出支援「よせがき」



 

ひきこもり外出支援「よせがき」の詳細（１月分）

● ひとりでは行かない所も回れてよかったです。
● 一人ではなかなか行く気が出ないのでこういう機

会があってよかったです。これからどう生きる
べきか方向性が少しでも見えてくれば・・・と
思っているところです。

● 途中で調子を崩しましたが何とか無事にたどり
つけました。

● なかなか外出できなかったけど久しぶりに他の
人と少し話をしたり、知らない場所へ行ったり
できました。



 

ひきこもりから就労へ・就労意識調査



 

語る会・チラシ



 

マガジン発行継続（21－24号）



 

イベント参加（スピーカーズ・ビューロ他）



 

フェイスブックページの「いいね」増加



 

お礼（クリスマス会の差し入れありがとうございます）



 

雇もれびアート（染め・ちぎり絵）



 

西別院Oneコイン朝市（マガジン配布）



 

速報・その他

・中日新聞社の取材がありました。

・4月に雇もれびワークショップサークル開催。

・精神科看護師さんの講演決定。

・コープあいち福祉助成に「多地域自助会等支援事
業」で申請。

・住友理工の学生小論文アワードへ応募。



 

モリコロ基金のプレゼンテーション審査

おまけの川柳



 

まとめ

•居場所支援

＞のべ１５０人超の参加

•外出支援

＞仲間ができて良かった

•働く意識調査

＞社会ととながっていたい

•語る会



 

成果

・自助会文化の定着を進める。

・励ましあう場を作る。

・楽しみも共有して元気づける。

・他団体との連携を深める。



 

今後とも

自助会資金運営は、

補助金助成金頼りです。

今後ともご支援、よろしくお願いします。

•ありがとうございます。
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